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１　事　業　方　針

我々を取り巻く経済環境

さて、我が国の経済は緩やかながらも上昇傾向にありますが世界経済の減速
を背景に先行きに不安要素も出始めており、特に、地方においては依然として
人材不足や後継者不足、少子高齢化に伴う人口減少などの大きな課題が重くの
しかかっています。

また、働き方改革関連法が2019年4月から順次施行されることになっており、
働き方の改善、働きやすい職場づくりが企業側に求められているものの、人手
不足問題もある中、未対応の中小企業がまだまだ多いのが現状です。

日本商工会議所では、税制改正に向けて与党に対し、設備投資減税の延長・
拡充、個人事業者の事業承継税制の創設などについて陳情活動を展開しており
ます。また、2019年10月に予定されている消費税率の引き上げに関しても、円
滑な価格転嫁という課題に加え、軽減税率やキャッシュレス化への対応は中小
企業にとっては大きな負担を強いられることになり、円滑な導入に向けた充分
な対策が必要であると国に求めているところです。

このように激変の時代を乗り越え、自企業と地域を発展させていくためには
「新しい時代に対応したビジネスモデルの創造」と「これまで続けてきた経営
そのものの変革」、この創造と変革の両方が必要であると確信しております。

いつの時代も経営環境は変化し続けるのが常態であり、むしろ厳しい環境だ
からこそ、会員企業に対し適切な支援に努め、今後も商工会議所に与えられた
基本的な役割をしっかりと果たしていきたいと考えます。

商工会議所の三つの役割とスローガン

五所川原商工会議所の役割は、地域商工業の振興と地域社会の発展に寄与す
ることにあり、この目的を果たすための商工会議所の活動は大きく分類すると
次の三点になると考えます。
① 会員企業への支援活動
② 地域社会の活性化のための活動
③ 行政等への提言及び要望と各種団体との連携

これらの実現のため、次の活動スローガンを引き続き掲げます。

「　ビジョンを共有し、
　　　　　　戦略を構築し、
　　　　　　　　　行動の中で人材を育成しよう　」
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まずはこの街の発展のために、商工業者としてどんな街にしたいのかをみん
なで長期的に考え、語り合い、この街の将来のビジョンをより明確にし、さら
にそれを共有しましょう。

次にその実現を目指し、あらゆる立場や業種ごとにどのような戦略を取るべ
きかの計画をしっかり練りましょう。

そして、それを実践する行動の中で、この街の明日を担う会社・自分自身・
従業員さらに青少年を含めた人材を育成していくことこそが、この街の将来を
決めるのだと信じます。

特に平成30年度からは、｢委員会活動の活性化｣を重点的戦略として掲げ、委
員会が主体的に活動する機運の醸成を図り、商工会議所の役割を果たしていく
ための活動スローガンの具現化を目指しています。

今年度は次の項目について委員会主導により取り組んでまいります。

各委員会の活動項目
委員会名 活動項目

総 務 財 政 委 員 会 １．事業計画、収支予算等をはじめとする商工会議
所運営全般に関すること

①部会活性化に向けた研究（組織再編の研究及び
答申を含む）

②委員会の組織再編の研究及び答申
③会員増強キャンペーンの実施（目標 会員1000

件）
④規程・規則等の設置並びに改定
⑤会員章ステッカーの交付
⑥健康経営の推進
⑦優良商工従業員表彰の実施

政 策 委 員 会 １．行政等に対する政策提言に向けた調査研究
①アンケート調査結果の取りまとめ
②市の政策などに関する勉強会の開催

金 融 税 務 委 員 会 １．会員交流サロン（座談会）の開催
２．事業承継並びに第2創業に関するセミナーの開催

商 工 業 振 興 委 員 会 １．インターネット活用による販路拡大の支援
２．五所川原農林高校｢グローバルGAP｣の取り組み

に係わる支援
①グローバルGAP及び五農高の取り組みに関する

勉強会の開催
②行政、五農高等との意見交換
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観 光 振 興 委 員 会 １．観光事業
①外国語対応セミナーの開催
②外国語表記に関する会員サービスの調査研究

（情報提供）
③キャッシュレス化対応セミナーの開催
④ネット環境整備の調査研究

２．継続事業に対する支援
①チャリティナイトウォッチング
②バル街
③ヤッテマレ！日本酒の会

３．その他
①インバウンド促進のための観光ＰＲ事業の実施

会 員 交 流 委 員 会 １．会員交流事業の実施
①ゴルフコンペ、ボウリング大会の実施
②そば打ち体験交流会の実施
③会員忘年パーティーの実施

① 会員企業への支援活動
会員企業に対する各種経営支援及び金融・税務支援事業、また創業者に対す

る支援を行っていますが、特に、小規模事業者支援法の一部改正に伴い、商工
会議所がその機能を活用して伴走型支援をしながら小規模事業者の経営基盤の
充実と経営の改善発達を図ることを目的とする｢経営発達支援計画｣の策定が重
要となっています。当商工会議所においても策定し経済産業省の認定を目指し
ます。

今年度新たに、インバウンド促進を含む観光振興事業として、｢外国語対応
に関するセミナー｣、｢外国語表記に関する会員サービス｣の調査研究、｢キャッ
シュレス化対応に関するセミナー｣を実施します。

また、3年目となる｢インバウンド促進のための観光ＰＲ事業｣は、外国人旅行
客の誘致に資することを目的に外国人向けの観光プロモーションビデオを作成
し、旅行会社やインターネットなどを通して積極的なＰＲ活動を行います。

次に、インターネット活用による販路拡大の支援として｢ネットショップ、
ネット通販に関するセミナー｣を開催し、効率的に新規の販路開拓ができるネッ
トショップの導入に関する情報提供を行います。

次に、｢会員交流サロン（座談会）｣は、円滑な事業承継や補助金制度、法令
等の特例措置など金融税務、経営課題等のテーマで会員同士による企業経営に
係わる情報交換やアドバイス、異業種交流の機会を創ります。

さらに、｢消費税軽減税率対策窓口相談等事業｣を実施し、中小・小規模事業
者が円滑かつ適正に軽減税率への対応が行えるよう事業者に対する相談、支援
事業を行います。
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また、｢健康経営｣の推進や｢事業承継円滑化｣に関する相談・支援を行い、そ
して、市が平成28年度から実施している｢五所川原市創業支援事業｣に対しても
ワンストップ相談窓口を設置し積極的に協力してまいります。

この他、会員企業をはじめ、市内事業者に対する倒産防止や経営安定化、働
き方改革法などの経営相談業務については、定期巡回により事業者の利便性向
上に努めてまいります。

② 地域社会の活性化のための活動
｢五所川原立佞武多｣は、観客、参加者が安心安全に楽しめる祭り、さらに子

供たちが主役となる祭りを目指し、市、観光協会等と引き続き連携しながら
行ってまいります。特に、立佞武多運営委員会では将来の地域社会を担う子供
たちを中心に据えた運営を望む声が強く、今年度はこれに焦点を当ててまいり
ます。さらに、ＳＮＳ等を活用した広報を充実させます。

次に、農産物等の生産・加工による商品開発や販路開拓などを支援すること
を目的とする会社が設立されるなど、当市においても活発な動きがみられる｢農
業の６次産業化｣の支援の他、農産物の安全管理に関する国際認証｢グローバル
ＧＡＰ」を国内の高校として初めて取得した｢五所川原農林高校のグローバルＧ
ＡＰの取り組み｣について、商工会議所としても市、五農高との連携を図りなが
らソーシャルビジネスや人材の育成に資することを目指すため、まずは五農高
の取り組みについて理解を深め、行政、五農高との意見交換を行いながら支援
策を検討してまいります。

また、｢五所川原バル街｣、｢ヤッテマレ！日本酒の会｣、｢太宰治生誕110年｣等
のイベント事業への支援を行う他、今年度70回目の節目を迎える｢五所川原花火
大会｣は記念大会として実施します。

③ 行政等への提言及び要望と各種団体との連携
県や市において進められている｢津軽半島一帯の魅力ある観光振興｣やインバ

ウンドを含む観光振興に係る｢Wi-fi環境整備｣、さらに、街づくりの骨格となる｢
五所川原市立地適性化計画策定事業｣等について、行政、関係機関に対し商工会
議所としての提言を行いながら、より一層の連携を図ってまいります。

この他、社会環境の変化の中においては、経済、金融税務、商工業、街づく
り、観光振興などについて、国や県、市に対し、的確な｢意見や要望活動｣を行
うことは商工会議所の役割の大きな柱の一つであります。委員会で実施する｢会
員対象アンケート調査｣により会員の意見を集約するなど、地域が抱える課題の
解決のために行政、関係機関、各種団体そして会員企業と協働しながら活動し
ていく所存です。

④ 組織運営に係る取り組み
まず、平成31年10月31日任期満了を迎えることから｢役員・議員の改選｣を行

います。
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次に、近年、会員の減少が著しく、現在、会員数900件を割っている状況にあ
ることから今年度も引き続き｢会員増強キャンペーン｣を実施し、会員数1,000件
を目標に組織強化を図ります。

さらに、商工会議所の組織運営において重要な位置づけとなっている「部
会」及び｢委員会」については、組織再編を行うことも含め、会員、委員の理解
や協力を得ながら積極的な活動がなされるようより一層の活性化を図ります。
また、将来にわたって安定的かつ発展的な組織運営を継続していくため事務局
の人材育成を含め、｢組織体制基盤づくり｣を図ります。

この他、積極的な事業展開を図っていく上で、新聞社、テレビ局、エフエム
ごしょがわらなどの｢メディアに対する積極的な広報活動｣を行い、会員企業や
市内外に対し当商工会議所の事業活動をアピールし、商工会議所の高付加価値
化を目指します。

今年度主要事業
当商工会議所は地域総合経済団体として、明るく希望が持てるこの地域の未

来を創造していくために
「　ビジョンを共有し、
　　　　　　戦略を構築し、
　　　　　　　　　行動の中で人材を育成しよう　」

をスローガンに、当地域の活性化と商工業の振興、中小企業の支援のために以
下の事業に取り組んでいきます。

　Ⅰ　地域経済活性化事業　
　Ⅱ　商工業振興事業
　Ⅲ　観光振興事業
　Ⅳ　中小企業・小規模事業者支援事業
　Ⅴ　広域連携事業
　Ⅵ　調査広報事業
　Ⅶ　財政基盤確立及び組織・運営強化事業　
　Ⅷ　意見活動
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２　主　要　事　業
※ 新規事業
＿ 重点事業

Ⅰ 地域経済活性化事業
当地域の経済基盤を整備し、地域経済の振興並びに街の賑わい・活力向上を

目指して街づくりを推進する。

⑴農業の６次産業化事業に対する支援
※⑵五所川原農林高校グローバルGAPの取り組みに係わる支援

①グローバルGAP及び五農高の取り組みに関する勉強会の開催
②行政、五農高等との意見交換

⑶イベント事業の実施（協賛、後援を含む）
①第70回五所川原花火大会の実施
②第26回ゴニンカントランプ世界選手権大会の実施
③ごしょがわら産業まつりの支援
④五所川原ストーブまつりの支援
⑤五所川原バル街の支援
⑥ヤッテマレ！日本酒の会の支援
⑦チャリティーナイトウォッチングの支援
⑧立佞武多フォトコンテストの後援
⑨全国そろばんコンクール五所川原地区大会の後援
⑩五市四郡珠算競技大会の協賛
⑪川柳岩木吟社川柳大会の協賛
⑫地域活性化に関連する各種イベントの支援

Ⅱ 商工業振興事業
⑴商業振興事業 

①㈱五所川原エフエムの実施事業等への支援
②㈱まちなか五所川原の実施事業等への支援
③各種講習会･講演会等の開催及び協力
④その他五所川原市商業振興に資する支援

⑵工業振興事業
①市内誘致企業の事業促進に係る支援
②産業技術高度化振興会の支援並びに東北能開大青森校との連携強化
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③革新的ものづくり・商業・サービス開発に関する相談及び支援
④企業誘致の推進並びに市内誘致企業の視察
⑤異業種交流の推進
⑥その他五所川原市工業振興に資する支援

⑶商工業技術振興事業
①簿記検定試験の実施
②リテールマーケティング(販売士)検定試験の実施
③珠算検定試験及び競技会の実施
④日商ＰＣ検定試験の支援
⑤その他検定試験及び競技会等の実施

⑷特定商工業者対策事業
①特定商工業者名簿及び法定台帳の作成･管理･運営
②特定商工業者の取引紹介･斡旋

Ⅲ 観光振興事業
⑴インバウンド促進を含む観光振興事業
※①外国語対応に関するセミナーの開催

最新自動翻訳機器や電話通訳サービス等の情報収集及び情報提供を行う。
※②外国語表記に関する会員サービスの調査研究

会員サービスに資するため多言語翻訳・翻訳表記サービスの情報収集
及び調査研究を行う。

※③キャッシュレス化対応に関するセミナーの開催
※④インバウンド促進のための観光ＰＲ事業の実施

事業３年目となる当事業は、外国人向けの観光プロモーションビデオ
を作成し、旅行会社やネット上に積極的なＰＲ活動を行うことにより外
国人旅行客の誘致に資する。

⑵｢五所川原立佞武多｣運行事業
今後もより安心・安全で魅力ある祭り、さらに子供たちが主役となる祭

りにするため行政、関係者等と連携しながら運営する。
特に、立佞武多運営委員会では将来の地域社会を担う子供たちを中心に

据えた運営を望む声が強く、今年度はこれに焦点を当ててまいります。
さらに、ＳＮＳ等を活用した広報を充実させます。

⑶｢ごしょ山宝汁｣の普及支援
⑷｢赤～いりんご応援隊｣活動の支援
⑸｢立佞武多の館｣運営の支援
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⑹西北五広域観光事業の推進
①津軽半島観光振興に関する支援
②Wi-fi等のインフラ整備に関する要望
③観光資源、郷土料理及び観光土産品の研究、開発の支援
④観光施設の宣伝普及の支援
⑤太宰治検定への協力

※⑥太宰治生誕110年イベントへの支援
⑦観光ボランティアの活用に関する支援

⑺津軽鉄道及びJR五能線の利用促進
⑻（一社）五所川原市観光協会の各種事業への協力･支援
⑼｢奥津軽虫と火まつり｣事業への支援
⑽｢五所川原十三湖しじみの汁焼そば研究会｣活動への支援

Ⅳ 中小企業･小規模事業者支援事業
⑴経営支援事業

①小規模事業者への支援に伴う経営発達支援計画の策定
小規模事業者支援法の一部改正に伴い、商工会議所がその機能を活用

して伴走型支援をしながら小規模事業者の経営基盤の充実と経営の改善
発達を図ることを目的とする｢経営発達支援計画｣の策定が重要となって
いる。当商工会議所においても策定し経済産業省の認定を目指す。

②経営課題をテーマにした会員交流サロン（座談会）の開催
円滑な事業承継、労働力確保、補助金制度、軽減税率、インボイス制

度、法令等の特例措置など金融税務、経営課題等のテーマを設定して定
期的に座談会を開催し、会員同士による企業経営に係わる情報交換やア
ドバイス、異業種交流の機会を創出する。

③消費税軽減税率対策窓口相談等事業の実施
消費税率増税に伴い中小・小規模事業者が軽減税率への対応や消費税

率引上げ分を円滑に価格転嫁ができるよう昨年度に引き続き、セミナー
等の開催や相談事業を実施する。

※④インターネット活用による販路拡大に関するセミナーの開催
⑤｢五所川原市創業支援事業｣に対する協力
⑥定期的な巡回による相談及び支援の強化
⑦事業承継円滑化に関する相談・支援
⑧創業・第二創業及び経営革新に関する相談・支援
⑨青森県よろず支援拠点との連携による小規模事業者への支援
⑩小規模事業者のIT導入及び活用に関する相談及び支援
⑪エキスパートバンク（専門家派遣）事業の斡旋
⑫知的財産に関する相談及び（一社）青森県発明協会と連携した専門家の
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斡旋
⑬小規模事業者が抱える課題に対するミラサポを活用した専門家の斡旋
⑭経営の合理化及び経営基盤強化に関する相談・支援
⑮小規模企業振興委員連絡会議の開催
⑯各種講習会及び研修会等の定期開催
⑰商取引に関する相談及び斡旋
⑱商工関係法律に関する相談
⑲小規模企業共済及び中小企業倒産防止共済の普及及び加入促進
⑳経営リスクに資する各種共済・保険の普及及び加入促進（ＰＬ保険、ビ

ジネス総合保険等）
�電子認証に係る電子証明書クーポン券発行に関する業務
�その他経営及び技術の改善発達に関する支援

⑵金融支援事業
①小規模事業者経営改善資金（マル経融資）の利用促進
②㈱日本政策金融公庫定期相談の実施
③五所川原市特別保証融資制度の斡旋
④青森県特別保証融資制度の相談及び斡旋
⑤各種金融制度の普及及び利用斡旋

⑶記帳・税務支援事業
①記帳及び決算･申告相談・支援
②記帳機械化の推進
③商業・サービス業・農林水産業活性化税制の相談・支援
④電子申告の普及・推進
⑤青色申告会への協力

⑷労務・雇用･人材育成支援事業
①中小企業における健康経営の推進

※②働き方改革関連法に関する相談・支援
③労働保険の事務に係る相談･支援及び事務代行
④地域雇用推進事業の支援
⑤ジョブ･カードセンター(職業能力形成システム)の活用
⑥労働者派遣事業の適正運営に関する指導
⑦青森県若年者就職支援センター（ジョブカフェ）の支援
⑧求人対策の相談及び情報提供
⑨従業員の福利厚生に関する相談・支援
⑩雇用保険制度の周知及び加入促進
⑪その他労働関係の確立及び従業員の福祉対策に関する事業

⑸高齢化社会への対応及び福利厚生に関する支援
①改正労働契約法に係る対応、雇用安定助成金制度等に関する支援
②介護保険制度･少子高齢化に関する支援
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③優良商工従業員表彰の実施

⑹容器包装リサイクル法に関する手続きの支援

Ⅴ 広域連携事業
⑴つがる西北五広域観光推進委員会による広域連携

西北地域県民局が事務局を務める｢つがる西北五活性化協議会｣と連携し
ながら当地域の観光振興に関連する食や観光資源の開発、観光関連人材の
育成、インフラ整備の要望等の事業並びに提言を行う。

⑵関係団体との情報交換並びに連携支援
①近隣商工会青年部等との交流･連携
②近隣商工会との諸事業における連携
③西北五地域内のイベントに対する協力･支援
④西北五地域活性化に関する情報の収集及び提供

Ⅵ 調査広報事業
⑴広報活動

①商工会議所ホームページの運営
②商工会議所報の発行･充実
③各メディアへの情報発信による積極的な広報活動

新聞社、テレビ局、エフエムごしょがわらなどのメディアに対する積
極的なプレスリリースを行い、会員企業や市内外に対し当商工会議所の
事業活動をアピールし、積極的な事業展開を図りながら商工会議所の高
付加価値化を目指す。

④メールニュース発信による情報提供
⑤インターネット、SNS（Facebook等）を利用した会員支援

⑵調査事業
※①会員アンケート調査の結果集計及び意見要望の取りまとめ

②五所川原商工会議所管内商工業者並びに小規模事業者実態調査の実施
③その他関連調査の実施

Ⅶ 財政基盤確立及び組織･運営強化事業
⑴財政基盤確立に関する事業

①会員増強キャンペーンの実施（目標として会員数1,000件を目指す）
②商工会館の維持管理及び利用促進
③生命共済制度増強キャンペーンの実施
④福祉制度(個人保険)増強キャンペーンの実施
⑤ビジネス総合保険・業務災害補償プランの加入促進
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⑥全国商工会議所休業補償プランの加入促進
⑦火災共済及び自動車共済の加入促進
⑧生産物賠償責任保険（PL保険）等各種共済、保険の加入促進

⑵組織･運営に関する事業
①任期満了に伴う役員・議員の改選（平成31年10月31日任期満了）
②事務局組織体制基盤の強化
③諸規程等の改定
④日本商工会議所会議への出席
⑤東北･北海道商工会議所連絡会議への出席
⑥東北六県商工会議所連合会連絡会議への出席
⑦青森県商工会議所連合会会議への出席
⑧県内四商工会議所専務理事会議への出席
⑨議員総会、常議員会の開催
⑩正副会頭会議の開催
⑪部会、委員会の開催及び活性化
⑫部会、委員会との連携･協調
⑬会員親睦事業の実施
（ゴルフ・ボウリング大会、そば打ち体験交流、会員忘年パーティー）
⑭青年部･女性会との連携･協調
⑮顧問、参与、議員との意見交換
⑯その他関連団体等との連携・協調

※⑰会員章の交付

Ⅷ 意見活動
国、県、市、関係機関に対して、経済、金融税務、商工業、街づくり、観光

振興などの政策や各種事業の実現のために委員会、部会等での意見集約を踏ま
え提言・要望活動を行う。

①青森県商工会議所連合会等を通じて行う国、県等に対する提言・要望
②市並びに関係機関等に対する提言・要望

※③行政等への政策提言に向けた調査研究

「健康経営」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。
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